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1，は じめに

本 ワ
ー ク シ ョ ッ プは ， ま もな く公 開予 定の Standard　Speaking　Test（SST）Corpus の 構築

に関す る最終成果報告 と して ， SST 　Corpus の概要 ， 付 帯す る コ ーパ ス 作成ツー
ル 群 の機

能お よび SST 　Corpusを使用 した第二 言語習得お よび 言語教育 へ の 応用例 を紹介す るこ と

を 目的 とす る 。 ワ
ー クシ ョ ッ プ と して計画する の は ， 実際に話 し言葉 コ ーパ ス を構築する

際の さま ざま な書 き起 こ しガイ ドライ ン の 策定 ， それ に付随す る書き起 こ しツ
ー

ル な どの

一
連の 操作をデモ な どを交えなが ら紹介す る実践的な内容 を含むか らで ある 。

2 ．Standard　Speaking　Cerpus とは

2 ． 1 ． プロ ジ ェ ク トの 目的

本 プ ロ ジ ェ ク トは通信 ・放送機構 （TAO ）が 平成 10 年度 よ り開始 した 「先端技術移転加

速型研 究開発 」 の
一

環 と して行われ ， 特 に 「適合型 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 技術の 研 究開発」

と称 した 平成 12 年度か らの 3 年プ ロ ジ ェ ク トに よ り SST コ ーパ ス の 構築が 行 われた。こ

れ は ち ょ っ とした言葉遣い の 誤 りや言い 間違い を，そ の まま受 け取 っ た り， 意味 を理解で

きない と反応 す る の で は な く ， 話 し手 が何 を言 い たか っ たの か を推論 して ， 適切な コ ミュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン を実現 させ る よ うな シ ス テ ム が， ユ
ーザー

フ レ ン ドリな コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

に必 要で あ る こ とか ら，
こ の よ うな 「適合型 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 技術」を 実現するた めに ，

通信総合研 究所 が開発 して きた ， 比 較的少 量の 言語デ ータ か ら文法や辞書を効率 よく獲得

で きる シ ス テ ム を使い
， 日本人の 英語 を対象に以下の 研究 開発を実施 した もの で ある。

（1 ）

（2 ）

（3 ）

英語 発話 デー
タベ ース （SST　Corpus） の 作成 と公 開

デー タベ ース 作成 に伴 う自然言語処 理技術の 開発

デー タベ ース お よび処 理 技術の 有効性の 実証

2 ． 2 ，SST　Corpusの 特徴

SST　Corpus は以 下の よ うな特徴を持 つ
・

■

■

腫

置

被験者は 日本人英語 学習者

話 し言葉デ
ー

タ

1 − 9 の 英語発話能力 レ ベ ル 別 （9 が 最上級）

大 規模 （15 分の 発話デー タ を 1200 名分）
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対象デー タは（株）ア ル クの 実行す る SST と呼ばれ る英語会話能力テ ス トの 15 分程度の イ

ン タビ ュ
ーが ソ

ー
ス に なっ て お り ， こ れが米 国の ACTFL 　OPI と同等の 基準で 日本 の 現状

に 合 うよ うな課題 で会話能力 を測定で き る よ うに構成 されて い る 。

3 ， コ
ーパ ス 構築の概要

SST　Corpus の 構 築に際 し て ， 会話データ の 特性 を活 か せ る よ うな書き起こ しガイ ドライ

ン の 策定 ， お よび 基本情報 を付与す るため の タ グセ ッ トの 仕様 を決 めた 。 ま た書き起 こ し

エ デ ィ タを 開発 し
， そ れに よ り会話デー タの 書 き起 こ し作業が 一定 レ ベ ル の 水準 と客観性

を保 ちなが ら効率的 に行 える よ うな工 夫 を した 。

　 さらに
一

部の コ
ーパ ス に は エ ラータ グをイ寸与す る こ とと し， そ の エ ラー タ グの 仕様 も詳

細に検討 した 。
エ ラー タグ付与以外に も誤 り分析 の

一
環 と して ，以 下の サ ブ コ

ーパ ス を作

成 した ：

　　■　 日本語訳 コ
ーパ ス （back・translation 　corpus ）

　　■　 正解 コ
ーパ ス 　 （corrected 　corpus ）

これ らを適宜組み合わ せ て 使用する こ とに よ り ， 学習者の 誤 りの さま ざまな観点の 分析 を

行 え る よ うなデー タ作成 を目指 した。

4 ，本コ ーパ ス の応用例

SST 　Corpus の 公 開に先立 ち ， 100 件 の デ
ー

タ がモ ニ タ ー ・コ
ーパ ス として 関係 す る研

究者 に利用 されて 具体 的な研 究 ・教育へ の応用例が検討 された 。 今回の ワ
ー クシ ョ ッ プで

はそ の 具体例 をい くつ か紹介 した い。

（A ）冠詞 習得傾向の 分析

　　 冠詞 習得 エ ラ
ー

の 分析 に よる 中間言語 プ ロ セ ス の 記述

（B ）英語 学習者の 発話デー タか らの 誤 り抽出 とそ の 傾 向

　　 レ ベ ル とエ ラー の 相関関係 の 分析 に よる習得段階を特定する発達指標 を探る

（C ）習熟度判定

　　 機械 学習の 手法 を用い た習熟度判定の 可能性 を検討

こ れ らの 例 を示 しな が ら ， 具体的 な SST　Corpus の 利用方法に 関して参加者 と議論 を深 め ，

かつ 実際にデー タ を使 っ て い ただけ る よ うな十分な情報提供 を行 い たい と考 えて い る。
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